
 
 
 

平成 29 年 1 月 26 日 

愛  媛  大  学 

「自然豊かな農山漁村の魅力を活かした地域の活性化」 

平成 28 年度愛媛大学 COC 公開講座 in 愛南町を開催 

つきましては、地域へ広く周知いただきますとともに、是非取材くださいますよう 

お願いいたします。 

記 

 

日  時：平成 29 年 2 月 12 日（日）13:30～16:30（開場 13:00～） 

場  所：愛南町役場本庁 3F 大会議室（南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地） 

対  象：一般の方、学生 

定  員：150 人（定員になり次第締め切らせていただきます。） 

参 加 費：無料 

参加申込：別添開催案内の申込み用紙に必要事項をご記入いただき、下記まで FAX 

または E-mail でお申し込みください。 

締  切：平成 29 年 2 月 7 日（火） 

駐 車 場：有（台数に限り有り） 

 

 

 
 
 

 

 

※送付資料 2枚（本紙を含む） 

 

愛媛大学では、このたび、平成 28 年度「愛媛大学 COC 公開講座 in 愛南町」を下記のと

おり開催します。 

このイベントは、地（知）の拠点整備事業（COC 事業）として「地域の再生を担う実践

的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象にしています。 

今回は、「自然豊かな農山漁村地域の魅力を活かした地域活性化への取組」をテーマに、

社会共創学部の笠松浩樹講師が講演を行い、社会連携推進機構の坂本世津夫教授が「ICT

利活用による地域の活性化（ICT 利活用事例紹介）」と題してお話しします。 

本件に関する問い合わせ先 

担当部署：愛媛大学 COC 企画運営部事務局

担当者名：重松 

TEL：089-927-8964/FAX：089-927-8820 

Mail：coc@stu.ehime-u.ac.jp 
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愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」愛媛大学「地（知）の拠点整備事業（COC 事業 )」

「⾃然豊かな農⼭漁村の魅⼒を活かした地域の活性化」
平成 28 年度 愛媛⼤学 COC 公開講座 in 愛南町

2017. 2. 12（⽇） 13:30 〜 16:30
会場 : 愛南町役場 本庁 3F ⼤会議室 （南宇和郡愛南町城辺甲 2420 番地）

お名前

ご所属、役職名

連絡先 Tel: Mail:

※ 複数人でお申し込みの際は、全員分のお名前をご記入ください。

参加申込み先 愛媛大学COC企画運営部事務局 (社会連携推進機構内 )
Mail: coc@stu.ehime-u.ac.jp　Fax: 089-927-8820

　　なお、承諾のご連絡はいたしません。定員に達した場合、お断りのご連絡を差し上げます。

【定員150名】
【先着順】

●  ２月７日（火）までに、eメールまたは FAX で、上記 COC企画運営部事務局までお申し込みください。

●   障がいのある方等で支援の必要な方は、２週間前までにその旨をお書き添えください。

【主催】 愛媛大学　【共催】 愛南町
◆本イベントは、地（知）の拠点整備事業（COC事業）として「地域の再生を担う実践的人材の育成」を目的に、学生から社会人まで、地域の方全てを対象に開催します。

参加費無料
13:30 〜 13:40

13:40 〜 13:50

主催者挨拶 愛媛⼤学理事・副学⻑ 仁科 弘重 

共催者挨拶 愛南町⻑ 清⽔ 雅⽂ ⽒

13:50 〜 15:20 講演 1 愛媛⼤学社会共創学部 講師 笠松 浩樹

13:00 〜 受付

「⾃然豊かな農⼭漁村地域の魅⼒を活かした地域活性化への取組」

15:30 〜 16:30 講演 2 愛媛⼤学社会連携推進機構 教授 坂本 世津夫
「ICT 利活⽤による地域の活性化（ICT 利活⽤事例紹介）」

 このテーマの中では、今なぜ農⼭漁村が重要なのかという幅広い話
から、農⼭漁村の魅⼒や事例についてお話ししたいと考えています。
従来型の農林漁業振興とは違う路線で、私がお伝えしたいことを述べ
させていただけると嬉しく思います。

 地域創⽣には、ICT の利活⽤が不可⽋です。地域資源の活⽤⽅法を
考えると同時に、四国や⽇本における ICT の利活⽤事例（地域情報プ
ラットフォーム）を紹介します。

15:20 〜 15:30 休憩


